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	応用
	抗原情報
	背景
	ヘテロ三量体複製タンパク質A複合体（RPA/RP-A）の一部として、DNA複製中またはDNAストレス時に形成される一本鎖DNA中間体に結合して安定化します。中間体の再アニーリングを防ぎ、同時にDNA代謝に関与するさまざまなタンパク質と複合体をリクルートして活性化します。そのため、DNA複製とDNA損傷に対する細胞応答の両方で重要な役割を果たします。DNA損傷に対する細胞応答において、RPA複合体はDNA修復とDNA損傷チェックポイントの活性化を制御します。ヘテロ三量体複製タンパク質A複合体（RPA/RP-A）の一部として、DNA複製中またはDNAストレス時に形成される一本鎖DNA中間体に結合して安定化します。中間体の再アニーリングを防ぎ、同時にDNA代謝に関与するさまざまなタンパク質と複合体をリクルートして活性化します。そのため、DNA複製とDNA損傷に対する細胞応答の両方で重要な役割を果たします。DNA損傷に対する細胞応答において、RPA複合体はDNA修復とDNA損傷チェックポイントの活性化を制御します。 ATRIPをリクルートすることにより、DNA損傷応答のマスターレギュレーターであるATRキナーゼを活性化します。DNA損傷に応答して、DNA二本鎖切断修復因子RAD51およびRAD52をクロマチンへリクルートするために必要です。また、ヌクレオチド除去修復に関与するXPAやXPGなどのDNA損傷タンパク質の部位にもリクルートし、このDNA修復メカニズムに必要です。また、UNGとの相互作用を介して塩基除去修復（BER）にも関与しています。さらに、複製フォークの再開に関与するSMARCAL1/HARPをDNA損傷部位にリクルートします。テロメア維持にも関与している可能性があります。
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	カリキュリン A 処理した HeLa 細胞溶解物における Phospho-RPA2 (T21) 発現のウェスタン ブロット分析。

